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＜連絡事項＞

· 3/2　準夜チーフ変更　松橋さん→橘さんへ変更です。

防災訓練について　　（防災委員会より）

3/6（金）13：30～　　夜間想定で行います。

出火場所　北病棟キッチン

＜勤務者Ⅰ＞

１、出火場所の確認（消火器を持って）

①火災ベルが鳴ったら、西Ａユニットへ向かい、火災受信機で出火場所を確認する。

２、出火場所の確認

①北病棟へ行き、各病室、トイレ、談話室、洗濯室を確認する。

②火事だと分かったら大声で「火事だ！火事だ！」と２回叫ぶ。発見したスタッフ）

スタッフ１名は残留スタッフへ情報伝達し、自棟患者様を各ホールへ集め待機しておく。

３、初期消火

①消火器にて初期消火する。

　　②初期消火失敗とし、初期消火に当たったスタッフが「北病棟が火事です、患者様は集会室に避難誘導してください。」と他の勤務者に伝える。
　４、出火棟の避難誘導

　①北病棟ホールが火事である事を告げる。（すでに知らされているかも知れないが。）

　②他職員と一緒に北病棟患者様を１階と５階に避難誘導する。誘導後は自棟へ戻る。

５、自棟への情報伝達

　　①北病棟が出火場所であり初期消火失敗の為、避難が必要な事を患者様に伝える。

６、非常口の解錠

　①電気錠にてスイッチを解錠する。（訓練時は解錠しない。）

７、区画形成

①防火ドアは手で引っ張って閉める。

８、避難誘導

①患者様を集会室に避難誘導する。自力歩行出来ない患者様は車椅子、シーツや抱く、背負う等の方法で避難介助する。

９、残留者なしの確認

①各病室・トイレ等に残留者がいないか確認し、確認した部屋はドアを閉める。（戸を閉める事によって残留者なしとする。）

１０、人員の確認

①避難場所人員のしリーダーへ伝える。

②報告を受けたはリーダーは防災対策本部へ報告する。当日は庶務清水さんが集会所にいます。

　避難した患者様の人数を報告してください。

＊3/4.5に再度カンファレンスで説明するそうです。分からない事などあるときは確認しましょう。

<患者様連絡事項>

・七崎　之利様　　2/28　11：00～3/1　11：00まで外泊

　　　　　　　　　不眠時屯用薬　ハルシオン1T　1回分

　　　　　　　　　不穏時屯用薬　メディピース1T　２回分　持っていきました。

　　　　　　　　　帰院時服用の有無を確認し、残包は受け取ってください。

・漆畑　圭子様　　2/28　10：00～　3/1　17：00　アルコールプログラム外泊訓練　

　　　　　　　　　本日家族教室行っています。

　　　　　　　　　他科の漢方薬は次回の家族教室に息子様が来院する時に持ってくる

　　　　　　　　　そうです。

　　　　　　　　　息子様より生命保険の診断書の作成依頼あり、診断書は月曜日Dr

　　　　　　　　　へ提出して下さい。

· 八木田真由美様　3/115：00まで外泊

· 浅水　洋様　　　14：45　帰院

　　　　　　　　　　外泊中は落ち着いて過ごせ、職安にも行ってみたと話されています。

　　　　　　　　　　退院予定は3/3　14：00　初外来は3/14（土）10：30　予約済み

　　　　　　　　　　訪問看護についてはもう少し考えさせて欲しいと希望される。

　　　　　　　　　　退院時に薬剤情報が欲しいと希望あり。

・上野康弘様　　　　本日19：00帰院予定です。

・八木田真由美様　　3/2月曜日　10：00プロラクチンの採血の指示があります。

　　　　　　　　　　本人より生理がこないと訴えあり、薬の影響も考えられるが

　　　　　　　　　　念の為に検査の指示あり。

　　　　　　　　　　3/1　帰院時本人へ検査のある事を説明お願いします。

・加賀谷芙美子様　　ヒアレイン点眼薬処方となっています。

<アルコール家族勉強会

・漆畑　圭子様本日家族勉強会1回目実施しています。

　参加者は息子様・本人様・病棟看護師

　こちらから伝えた事として

　　①プログラムの取り組み状況

　　②母様へ対する気持ちはどうか？心配な事はないか？

　　③入院期間の確認（３ヶ月間）

　本人様・息子様の反応

　　①初めは体を治すつもりで入院したが、アルコール依存症

　　　だと思ったから入院した。黄疸も取れ良かった。

　　②心配でストレスも感じた。（車の事故もあり）自分自身

　　　で責任を取って欲しい。

　　③了解しているが、仕事の都合で土曜日の迎えになる予定。

息子様の希望

　　①仕事をしたいと言うが、体力面も考え、運動や作業など

　　　本人へあわせたものを行って欲しい。

　　②次回勉強会：3/6（金）午前希望

　　③自助グループは仕事の都合もあり、検討する。

＊②について主治医確認後、追って連絡します。

　　息子様の疾病に関する理解、母様の体に関する理解もあり、

　　お互いに思った事を話し合える場でした。

　　

　<日常生活支援>

・中村　マス様　　自室内に私物を散乱させたり、トイレトペーパーの芯やお菓子の袋

　　　　　　　　　等、物を収集されることあり。介入にて捨てる事は出来ています。本日自室内のカーペットが濡れており、本人に尋ねるが分からないと答えられる。カーペットははずし洗って乾燥しています。以前にも自室でゴミ箱等に排尿されている事あり、時々トイレは大丈夫ですかと声を掛けていくことにしています。

　　　　　　　　　　

